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1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 従来海岸法は、「津波、高潮、波浪等による被害から海岸を防護する」という 1 つの目的であったが 1999 年に海

岸法が改正され、「海岸環境の整備と保全」及び「公衆の海岸の適正な利用」が追加され海岸の「防護」、「環境」、

「利用」の 3 つが目的となった。しかし、海岸環境や海岸利用に着目して研究している例は少なくほとんど検討さ

れていない。そこで本研究は、サーファー、一般の海岸利用者、本学学生を対象 

とし海岸環境、海岸利用およびサーフスポットに関するアンケート調査を行った。 

2222．．．．調査内容調査内容調査内容調査内容    

(1)(1)(1)(1)調査場所調査場所調査場所調査場所およびおよびおよびおよび調査期間調査期間調査期間調査期間    

 アンケート調査場所は、宮城県仙台市内の通称仙台新港といわれるサーフスポ

ットである。図－1 にサーフスポットの概略図を示す。仙台港の南防波堤の南側

に位置している。調査期間は、2010 年 8/9 日(月)10 日(火)および 8/27 日(金)、

30 日(月)、31 日(火) 、9/1 日(水)、2 日(木)、4日(土)5 日(日)の 9 日間である。 

 (2)(2)(2)(2)調査項目調査項目調査項目調査項目およびおよびおよびおよび調査方法調査方法調査方法調査方法    

 調査項目は人物像(性別、年齢、職業)、サーフィン歴、使用ボード、事前情報源、好む砕波波高、好む砕波形式、

主に行くサーフスポット(場所、場所選定理由)、海岸に対する興味の有無、主に利用する海岸、海岸環境の変化お

よび要望、仙台新港における新設駐車場への評価、等である。調査方法は主として向洋海浜公園駐車場にてアンケ

ート用紙に記入してもらう。またはヒアリングによる調査である。なお、本学学生 

のアンケートはある講義中の時間にアンケート用紙に記入してもらったものである。 

3333．．．．調査結果及調査結果及調査結果及調査結果及びびびび考察考察考察考察    

（（（（1111））））アンケートアンケートアンケートアンケート集計人数集計人数集計人数集計人数    

 図－2 は今回のアンケート調査で回収したアンケートの人数割合を、男性サー

ファー、女性サーファー、一般の海岸利用の男性、女性(以降一般男性、一般女性

と記述する)、本学学生に分類して図示したものである。男性サーファーが 60.8%

で最も多く、続いて女性サーファーが 13.9％である。以下、本学学生が 10.4％、

一般男性が 8.6％、一般女性が 6.3％と続いている。人数としてはサーファー322

人、一般 64 人、本学学生 45 人でアンケートの全回収人数は 431 人である。     

（（（（2222））））サーファーサーファーサーファーサーファー、、、、一般一般一般一般のののの海岸海岸海岸海岸利用者利用者利用者利用者におけるにおけるにおけるにおける居住居住居住居住地域地域地域地域のののの割合割合割合割合        

    図－3はサーファー(N=322)、一般の海岸利用者(N=64)の居住地域の割合を図示

したものである。図より、アンケート調査場所が仙台新港ということで仙台市内

に居住を持つサーファー、一般の海岸利用者共に 50％程度で最も多くなっている。

一般の海岸利用者もサーファーとほぼ同様な居住割合となっており、その他県内

を含めると宮城県に住まいを持つ人はいずれも 70％程度となっている。また県外

に居住を持つサーファーが 27.0％という結果で、県外から仙台新港をサーフスポ 
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図図図図－－－－2222    アンケートアンケートアンケートアンケート回収割合回収割合回収割合回収割合    

図図図図－－－－3333    居住居住居住居住地域地域地域地域のののの割合割合割合割合    

図図図図－－－－1111    仙台新港仙台新港仙台新港仙台新港サーフスポットサーフスポットサーフスポットサーフスポット    

                        概略図概略図概略図概略図    
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ットとして利用するサーファーが多数いることが分かる。なお、県外から訪れる

サーファーの約 7割が関東圏に住居を持っていた。 

((((3333））））新設駐車場新設駐車場新設駐車場新設駐車場へのへのへのへの評価評価評価評価<<<<立地場所立地場所立地場所立地場所、、、、広広広広ささささ>>>>割合割合割合割合    

    図－4は、仙台新港において 2010 年 3 月 30 日に新設された向洋海浜公園駐車場

の立地場所および広さに関してサーファーが 5 段階評価した割合を図示したもの

である。立地場所に関しては「非常に良い」が 70.2％、｢良い｣が 22.0％と全体の

9 割を超えるサーファーが駐車場の立地場所に関して良い評価をしている。「悪い」

「非常に悪い」という評価は僅か 1 人であった。広さに関しては「非常に良い」が

58.4％、｢良い｣が 23.3％と、良い評価を下しているサーファーが立地場所の評価

と比較するとやや低い割合となっているものの、「非常に良い」「良い」が 8 割を超

えサーファーは高く評価をしている。これらのことから仙台新港の新設駐車場に関

して、サーファーは立地場所および広さについて満足していることが伺える。 

(4(4(4(4））））海岸環境海岸環境海岸環境海岸環境のののの変化変化変化変化、、、、ゴミゴミゴミゴミのののの増減割合増減割合増減割合増減割合    

 図－5 は、ゴミの増減における「増えた」｢変わらない｣｢減った｣の 3 段階評価

によるサーファーの回答割合を図示したものである。図より、｢ゴミが増えた｣が

最も多く 48.1％、続いて無記入の 20.2％、「変わらない」の 19.9％で｢ゴミが減

った｣という回答は 11.8％で最も少ない。近年ではサーファーによるビーチクリ

ーン、サーフショップ主催での清掃活動も頻繁に行われているものの、多くのサ

ーファーは以前より海岸にゴミが増えていると感じていることが明確に分かる。    

((((5555））））海岸環境海岸環境海岸環境海岸環境へのへのへのへの興味興味興味興味のののの有無有無有無有無    

 図－6 は、海岸環境への興味の有無を 5 段階評価に分類しサーファー(N=322)、

一般の海岸利用者(N=64)、本学学生(N=45)の回答を比較し図示したものである。

興味が「非常にある」「ある」と回答したサーファーの割合は 80.2％、一般が 68.8％、

本学学生が 51.1％となっている。一方、興味が「あまりない」「ない」と回答し

たサーファーはほぼ 0 で、一般が 15.6%、本学学生が 24.5%となっており、サーフ

ァーの海岸環境への意識の高さが伺える。 

(6)(6)(6)(6)サーフスサーフスサーフスサーフスポットポットポットポットへのへのへのへの要望要望要望要望    

 図－7は、サーファーのサーフスポットに対して必要なもの、または無い方が良

いものを複数要望も可で、記述式の質問に対する回答結果の割合を図示したもので

ある。図よりトイレの設置 29.8％、シャワーの設置 24.8％、ゴミ箱の設置 10.2％、

駐車場の整備 5.6％、とサーフスポットの利便性に関する要望が多いことが分かる 

。海岸環境に関する要望としては、消波構造物の撤去の 8.7％のみになっている。

その他は 14.9％となり内訳としては、水道の設置が 8 人、コンビニの設置、自動

販売機の設置がともに 6 人、上記以外が 1～5人ずつ該当し計 48 人となっており、

その他に関してもサーフスポットの利便性を求めた回答が多く見られている。     

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 

 今回の調査ではサーファー、一般の海岸利用者、本学学生を対象にしてアンケート調査を行った。その結果、そ

れぞれのグループの海岸環境に関する意識の違いなどが明らかになった。 
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図図図図－－－－7777    サーフスポットサーフスポットサーフスポットサーフスポットへのへのへのへの要望要望要望要望    
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図図図図－－－－6666    海岸環境海岸環境海岸環境海岸環境へのへのへのへの興味比較興味比較興味比較興味比較    

図図図図－－－－4444    新設駐車場新設駐車場新設駐車場新設駐車場    

（（（（立地場所立地場所立地場所立地場所、、、、広広広広ささささ))))へのへのへのへの評価割合評価割合評価割合評価割合    

 

 

図図図図－－－－5555    ゴミゴミゴミゴミのののの増減割合増減割合増減割合増減割合    

N=322 
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